
●3月定例会
●予算審査
●総務文教常任委員会・庁舎整備等検討特別委員会報告
●厚生常任委員会報告
●産業建設常任委員会報告
●議会基本条例策定特別委員会報告
●一般質問
●施設紹介～小野加東環境施設事務組合～
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1人の新1年生を満開の桜も歓迎！！
　4月8日は、市内小中学校の入学式が行わ
れました。市立鴨川小学校の今年の新入生
は1人でした。
　新１年生は、名前を呼ばれると大きな声
で「はい」と返事をして、6年生の歓迎の言
葉を目を輝かせて聞いていました。
　それを、地域の方々も温かく見守ってお
られました。
　がんばれ！ピッカピカの新１年生！

3月定例会3月定例会

加東市加東市
No.13No.13No.13



3 月 定 例 会

２

条
　
例
　
改
　
正

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例

◇
労
働
基
準
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、
国
の
取
り
扱
い
を
基
本
と

し
、
１
カ
月
に

６０
時
間
を
越
え

る
時
間
外
勤
務
を
行
っ
た
職
員

に
対
し
て
、
超
え
た
分
の
時
間

外
勤
務
手
当
に
お
け
る
支
給
割

合
の
引
き
上
げ
分
に
代
え
て
、

超
勤
代
休
時
間
（
代
替
休
）
を

指
定
で
き
る
。全

会
一
致
で
可
決

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

◇
労
働
基
準
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、
１
カ
月
に

６０
時
間
を
越
え

る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
割

合
を
引
き
上
げ
る
。
た
だ
し
、

代
替
休
を
指
定
さ
れ
、
取
得
し

た
と
き
は
、
支
給
割
合
引
き
上

げ
分
の
支
給
は
し
な
い
。

◇
病
気
休
暇
の
開
始
の
日
か
ら

起
算
し
て
当
該
病
気
休
暇
の
日

数
合
計
が
、

９０
日
経
過
後
は
給

料
の
半
額
を
減
ず
る
。

全
会
一
致
で
可
決

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条

例◇
特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
不
快

業
務
手
当
（
ご
み
処
理
業
務
従

事
者
日
額
４
０
０
円
）
を
廃
止

す
る
。

◇
加
東
市
民
病
院
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
か
と
う
に
勤
務
す
る
保
健
師
・

看
護
師
と
同
様
に
、
新
た
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
勤
務

す
る
看
護
職
員
に
も
保
健
師
・

看
護
師
研
究
手
当
（
給
料
月
額

の
４
％
）
を
支
給
し
、
職
場
間

の
不
均
衡
を
解
消
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

◇
新
た
に
設
置
す
る
委
員
会

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

　
協
議
会
　

　
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

　
委
員
会
　

　
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
委

　
員
会
　
　

い
ず
れ
も
日
額
８
０
０
０
円
。

◇
標
準
小
作
料
協
議
会
を
削
る
。

全
会
一
致
で
可
決

福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例◇
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
今
ま
で
市
の
助
成

で
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
と
し
て
い
た
入
院
医
療
費
の

助
成
対
象
を
、
兵
庫
県
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
平
成

２２
年
度
よ
り
中
学
３

年
生
ま
で
拡
大
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

福
祉
年
金
条
例

◇
父
子
家
庭
の
生
活
の
向
上
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
平

成
２２
年
度
か
ら
父
子
家
庭
へ
福

祉
年
金
を
支
給
す
る
。
　

◇
母
子
等
福
祉
年
金
の
名
称
を

「
ひ
と
り
親
等
福
祉
年
金
」
に

改
め
る
。
　

◇
支
給
額
は
母
子
家
庭
の
支
給

額
と
同
額
（
第
１
子
１
万
５
０

０
０
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
５
０
０
０
円
）
と
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

高
齢
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例

◇
現
行
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
に
加
え
て
、
新
た
に

平
成

２１
年
か
ら
平
成

２５
年
に
入

居
さ
れ
た
方
を
対
象
に
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
が
平
成

２２
年
１
月
１
日
か
ら
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

全
会
一
致
で
可
決

協
　
議
　
会
　
設
　
置

北
播
磨
３
市
１
町
消
防
広
域
化

協
議
会
設
置
の
件

◇
国
が
進
め
る
消
防
本
部
の
広

域
化
推
進
計
画
を
踏
ま
え
て
、

北
播
磨
地
域
の
消
防
の
広
域
化

に
向
け
て
平
成

２３
年
度
に
新
組

合
の
設
立
を
目
指
し
、
平
成

２２

年
４
月
に
広
域
化
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
の
法
定
協
議
会

を
設
置
す
る
。賛

成
多
数
で
可
決

（
Ｐ
８
厚
生
常
任
委
員
会
参
照
）

条
　
例
　
制
　
定

公
衆
便
所
条
例

◇
名
称

　
滝
野
社
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
ト
イ
レ

◇
位
置
　

　
加
東
市
北
野
４
２
９
番
地
１

◇
制
定
理
由

　
西
日
本
高
速
道
路

（株）
に
帰
属

し
て
い
る
現
公
衆
便
所
は
、
こ

れ
ま
で
市
が
管
理
し
て
き
た
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊

し
、
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
で
市
の
施
設
と
し
て
設

置
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

規
　
約
　
の
　
変
　
更

小
野
加
東
環
境
施
設
事
務
組
合

規
約

◇
関
係
市
（
小
野
市
・
加
東
市
）

の
負
担
金
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
経

常
経
費
の
分
賦
方
法
を
変
更
し
、

現
行
の
実
績
割
１
０
０
％
を
、

平
成

２２
年
度
か
ら
均
等
割

１０
％
、

人
口
割

１０
％
（
滝
野
地
域
の
人

口
を
除
く
）、
実
績
割

８０
％
に

改
め
る
。

全
会
一
致
で
可
決

（
Ｐ
９
厚
生
常
任
委
員
会
参
照
）

　
第

２６
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、３
月
２
日
か
ら

２６
日
ま
で
の

２５
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

　
市
長
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
と
も
に
、平
成

２２
年
度
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、予
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、審
査
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。ま
た
、平
成

２１
年
度
各
会
計
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
、う
ち
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
３
号
）に
つ
い
て
は
、一
部
水
道
未
収
金
不
納
欠
損
金
の
計
上
は
不

適
切
と
し
て
否
決
し
た
が
、そ
の
部
分
を
除
い
て
再
提
案
さ
れ
可
決
し
た
。そ
れ
以
外
の
補
正
予
算
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。そ
の
他
に
、条
例
制
定
・一
部
改
正
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
で
は
、指
名
推
薦
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

　
ま
た

１１
日
に
は
、一
般
質
問
が
行
わ
れ

１１
名
の
議
員
が
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１３



（単位：千円）平成21年度　各会計補正予算

３

   一 般 会 計（４号）

国民健康保険（３号）�

老人保健（２号）�

後期高齢者医療（２号）

介護保険保険事業（３号）

介護保険サービス事業（３号）

地域活性化・きめ細かな臨時交付金１４６,７６２千円の増、
基金繰入金３３５,０００千円の減、事務事業の精査による減

国民健康保険税５４,２９２千円の減、国庫支出金４８,９２１千円の減、事務事業の精査

事務事業の精査による増

広域連合への納付金１,８００千円の増

介護保険料７,２１８千円の減、財政安定化基金支出金９,９９９千円の増、事務事業の精査

サービス収入６,６６３千円の減、人件費等の減、事務事業の精査

水道料金２７,８０７千円の減、事務事業の精査

企業債利息１１,４０９千円の減、事務事業の精査

加入分担金・工事負担金の減

企業債償還金（元金）１７,２６５千円の減、事務事業の精査

下水道使用料２２,０００千円の減、一般会計補助金１０４,１５０千円の減、事務事業の精査

事務事業の精査による減

一般会計負担金・補助金４９,６８０千円の増、事務事業の精査

企業債償還金（元金）２,８５０千円の増、事務事業の精査

入院・外来収益５６,６０９千円の減、一般会計補助金５０,０００千円の増

給与費１０,０３８千円の増、診療材料費１５,１９１千円の減、事務事業の精査

一般会計出資金２３,４７５千円の減、国庫補助金４,７２５千円の増

ＭＲＩ購入費１８,７５０千円の減、事務事業の精査

△３７６,７８４

△３０,８７３

４,５２７

１,８００

△８,０５６

△１９,５２５

△２９,１６９

△１５,４８９

△１５,１５２

△２８,２６５

△１２０,０１５

△３８,５２８

５９,３６５

３,２３２

△６,６０９

△６,６０９

△１８,７５０

△１８,１０７

賛成多数で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

賛成多数で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

１７,５６７,５５４

３,６７９,３８２

２１,０３０

３３２,７６３

２,６１４,３０１

４６０,１７２

１,３３２,５８２

１,３５０,１５３

７６,１５１

６９５,７４２

１,３５９,００２

１,７５５,８７４

１,４０６,３３１

１,７７６,６７３

２,６３５,１９６

２,６３５,１９６

２２４,９４３

２７０,７２０

下水道事業
（３号）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水道事業
（３号）

病院事業
（３号）

特
　
別
　
会
　
計

企
　
　
　
業
　
　
　
会
　
　
　
計

会　　計　　別 補正後の額 主     な     内     容補正額 採決結果

　定例会初日（３月２日）に提案された水道事業会計補正予
算（３号）については、収益的支出において特別損失の金額
４,７３４千円（水道未収金不納欠損金等）の増額補正が計
上されており、これについて質疑が集中した。

【問】旧社町時代のものが大部分を占めており、行政の
　　 怠慢のツケがきている。市が適切な徴収を怠って
　　 いたのではないか。

【答】再三納付を依頼したが、応じてもらえず、また結果とし
　　 て時効の援用をされたため徴収不可能となった。徴収
　　 不可能なものをいつまでも計上しておけないと判断し、
　　 不納欠損とした。当時の対応がまずく時効の中断がで
　　 きていなかったことは弁解の余地はない。今後はこのよ
　　 うなことがないようにする。

【問】だれも責任を負っていないと思うがどうするのか。
【答】責任の所在についてはどうこう言えるものではなく、示さ
　　 れればそれに従う。

反対討論
　明らかに行政の失政であり、怠慢である。市民に説明のし
ようがなく絶対に認められない。よって反対する。

賛成少数で否決

　否決を受けて同様に特別損失を計上していた下水道事
業会計補正予算（３号）の提案は取り下げられた。

　定例会２日目（３月１１日）に特別損失４,７３４千円（水道未
収金不納欠損金等）を減額した水道事業会計補正予算（３
号）及び下水道事業会計補正予算（３号）が再度提案され、
いずれも全会一致で可決した。

（Ｐ１０　産業建設常任委員会参照）

地域活性化・きめ細かな臨時交付金対象の主な事業

防災情報通信施設整備事業交付金対象事業

＊とどろき荘
　　源泉貯水タンク更新工事
＊やしろ鴨川の郷
　　キャンプ場等屋根補修工事他
＊東条野球場
　　トイレ改修工事
＊東条文化会館
　　身体障害者用トイレ改修工事　
＊滝野図書館
　　３階会議室操作卓整備工事
＊滝野グリーンスタジアム
　　外野フェンス識別マット取付工事他
＊観光協会補助金
　　やしろ鴨川の郷名水開発費用補助
　　及び錦雲橋欄干整備
＊福田幼稚園　空調施設整備工事
＊米田保育園　屋根塗装工事
＊小・中学校　防犯カメラ設置工事
　（福田小、米田小、三草小、鴨川小、
　　　　東条東小、東条西小、東条中）
＊社　中
　　自転車置場屋根改修、部室棟改築工事
＊滝野中　自転車置場増設工事
＊社　小　本館屋上防水、階段室補修工事
＊福田小
　　小プール塗装、体育館床改修工事
＊米田小　校舎塔屋外壁改修工事
＊三草小　トイレ改修、廊下床等修繕工事
＊鴨川小　トイレ改修工事
＊滝野東小　通用門改修工事
＊滝野南小　運動場改修工事
＊東条東小　体育用具収納用物置設置工事他
＊東条西小　校舎本館空調設備改修工事他
＊学校給食センター　自動式揚物機の更新

＊全国瞬時警報システム設置委託料

５,５６５千円

４,３００千円

８,２５８千円

１,３００千円

２,３４３千円

１,０５１千円

４,０００千円
２,２５０千円
３,４００千円

１９,６００千円

３４,６４９千円
３,０００千円

２２,２９７千円

８,１４２千円
３,０４９千円
８,０００千円
５,５００千円
２,２００千円
２,２９３千円
３,５５０千円

１７,５６６千円
１４,６００千円

　
９,４２０千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・

・・

・・・

・・・・・・・・・・・

加東市 議会だより Ｎｏ.１３

（事業実施はすべて平成２２年度）

選
　
挙

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
池

見

和

身

　
丸

山

幸

男

　
酒

井

次

子

　
平

野

　

司

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

補
充
員

　
玉

田

有
志
夫

　
稲

岡

輝

代

　
藤

原

逸

也

　
　

畑

貞

一

黄廣

隆隆



統合庁舎建設候補地

福祉タクシー利用券
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主
な
質
疑

　
　
兵
庫
県
電
子
申
告
部
会
負

担
金
と
は
何
か
。

　
　
住
民
税
や
固
定
資
産
税
等

の
申
告
に
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
県
と
市
町
の
共
同
使
用
に

係
る
負
担
金
で
あ
る
。

　
　
税
務
署
は
既
に
電
子
化
に

よ
り
デ
ー
タ
化
し
て
管
理
し
て

い
る
が
、
市
は
ど
う
か
。

　
　
平
成

２２
年
度
よ
り
電
子
化

を
実
施
し
、
デ
ー
タ
化
し
て
管

理
す
る
。

　
　
固
定
資
産
税
の
滞
納
理
由

は
、
生
活
困
窮
や
ト
ラ
ブ
ル
等

に
よ
る
も
の
か
。

　
　
ゴ
ル
フ
場
関
係
が
主
で
あ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
等
で
の
滞
納
は

少
な
い
。

　
　
庁
舎
統
合
整
備
事
業
費
は

建
設
あ
り
き
で
の
計
上
か
。

　
　
庁
舎
統
合
整
備
等
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、

庁
舎
機
能
の
調
査
・
研
究
を
進

め
る
た
め
の
基
本
計
画
策
定
の

費
用
で
あ
る
。

　
　
庁
舎
建
設
の
計
画
年
度
と

総
事
業
費
の
金
額
が
明
示
し
て

あ
る
が
そ
の
根
拠
は
。

　
　
参
考
資
料
で
あ
る
が
、
宍

粟
市
庁
舎
の
例
を
案
と
し
て
明

示
し
た
。
平
成

２２
年
度
は
議
論

の
年
、
平
成

２３
年
度
は
申
請
等

の
手
続
、
平
成

２４
年
度
は
建
設

と
計
画
し
て
い
る
。

　
　
県
有
地
の
伐
木
除
草
工
事

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民

は
建
設
が
前
提
で
あ
る
よ
う
に

捉
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
現
在
、
議
会
で
も
特
別
委
員

会
で
検
討
中
で
あ
り
、
行
政
の

計
画
が
先
行
し
過
ぎ
の
感
が
あ

る
が
。

　
　
平
成

２２
年
度
中
に
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
事
業
予

算
で
あ
る
。

　
県
有
地
は
、
提
言
の
中
で
の

一
つ
の
候
補
地
で
あ
り
、
利
用

に
つ
い
て
の
調
査
や
環
境
整
備

も
兼
ね
て
い
る
。

　
事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

議
会
に
報
告
し
、
理
解
を
得
た

上
で
執
行
し
て
い
く
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金

は
社
地
域
５
地
区
、
滝
野
地
域

１
地
区
で
あ
る
が
、
東
条
地
域

は
ど
う
か
。

　
　
平
成

２２
年
度
は
、
東
条
東

・
西
小
学
校
区
一
本
化
で
県
民

交
流
広
場
事
業
と
合
わ
せ
な
が

ら
取
り
組
ま
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
　
子
ど
も
手
当
は
、
保
育
料

等
の
滞
納
分
を
差
し
引
い
て
支

給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
の
施
策
は
、
福
祉
目
的

で
の
支
給
が
前
提
で
あ
り
難
し

い
。
滞
納
者
に
は
、
窓
口
で
納

付
相
談
を
行
う
。

　
　
家
族
介
護
手
当
は
、
要
件

緩
和
や
金
額
の
増
額
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
、
県
の
補
助
要
件
が
あ

り
難
し
い
が
検
討
す
る
。

　
　
児
童
虐
待
の
現
状
は
。

　
　
放
置
さ
れ
れ
ば
虐
待
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
支
援
し
て

い
る
も
の

４０
件
、
児
童
相
談
所

送
致
が
４
件
で
あ
る
。

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者

増
を
図
る
た
め
の
施
策
は
。

　
　
利
用
券
の
使
用
方
法
や
枚

数
等
を
検
討
す
る
。

　
　
市
内
の
生
活
保
護
世
帯
数

や
人
数
は
。

　
　
平
成

２２
年
１
月
末
現
在
で

は
、
１
３
３
世
帯
で
１
５
５
人

で
あ
る
。

　
　
父
子
家
庭
も
対
象
に
な
る

母
子
家
庭
等
医
療
費
が
、
前
年

度
と
同
額
の
理
由
は
。

　
　
父
子
家
庭
も
同
様
に
支
給

す
る
が
、
対
象
人
数
は
昨
年
度

並
み
の
た
め
で
あ
る
。

　
　
上
中
埋
立
処
分
地
の
借
地

料
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
地
区
と
は
買
い
取
り
の
方

向
で
協
議
し
て
い
る
。

　
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

金
が
他
市
で
は
４
０
０
０
円
で

あ
る
の
に
対
し
、
加
東
市
が
３

０
０
０
円
の
理
由
は
。

　
　
三
木
市
を
参
考
に
予
算
化

し
た
。
４
０
０
０
円
を
補
助
す

る
自
治
体
は
、
県
の
補
助
金
を

加
味
し
た
金
額
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
　
婦
人
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
。

　
　
２
月
末
で
、
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
と
も
に
、
約

２３
％
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は

３２
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
状
況
は
。

　
　
対
象
者
の
約

６０
％
の
５
２

０
０
名
程
度
が
接
種
さ
れ
て
い

る
。

予 算 審 査

新リーダーへの「たすきリレー」予算

企

画

部

総

務

部

福

祉

部

市
民
安
全
部

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

１６,８００,０００千円

７，０４９，２５２千円

８，０１７，１５１千円

３１，８６６，４０３千円

（対前年度比１００．１％）

（対前年度比１０１．８％）

（対前年度比９３．７％）

（対前年度比９８．８％）

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

　
平
成
２２
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
議
長
を
除
く
１９
名

の
委
員
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
（
藤
尾
　
潔

委
員
長
）
を
設
置
し
、
３

月
１２
日
か
ら
３
日
間
に
わ

た
り
審
査
を
行
っ
た
。

● 新庁舎整備に向け基本計画策定費計上
● 入院費用中学3年生まで無料化へ



排水ポンプ

平成22年度 消防出初式

やしろ鴨川の郷「桜まつり」
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特
定
高
齢
者
把
握
事
業
に

年
齢
制
限
や
疾
病
の
要
件
は
あ

る
の
か
。

　
　

６５
歳
以
上
が
対
象
と
な
る

が
、
疾
病
や
障
害
な
ど
の
要
件

は
な
い
。

　
　
自
殺
予
防
対
策
費
予
算
が

少
額
で
あ
る
が
、
防
止
対
策
に

効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　「
心
の
病
」
に
つ
い
て
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演

会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど

予
防
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
面
の

施
策
予
算
で
あ
る
。

　
　
防
災
課
の
排
水
ポ
ン
プ
購

入
費
の
内
訳
は
。

　
　
排
水
ポ
ン
プ
、
２
ｔ
ト
ラ

ッ
ク
、
発
電
機
を
各
２
台
、
浸

水
時
に
川
の
両
岸
に
配
置
す
る
。

　
　
防
犯
灯
設
置
予
算
は
、
地

区
か
ら
の
要
望
分
か
。

　
　
５
月
末
の
区
長
会
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
て
実
施
し
て
い

く
。

　
　
防
災
無
線
の
整
備
に
は
取

り
組
む
の
か
。

　
　
合
併
時
に
調
査
し
た
が
、

無
線
不
感
地
域
が
あ
り
難
し
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
完
了

後
に
取
り
組
む
継
続
的
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
の

状
況
と
申
告
控
除
等
は
あ
る
か
。

　
　
上
限
２
０
０
０
万
円
ま
で

融
資
が
可
能
で
あ
る
。
過
去
９

名
の
利
用
が
あ
っ
た
。
申
告
控

除
に
つ
い
て
は
融
資
元
が
案
内

し
て
い
る
。

　
　
Ｊ
Ｒ
滝
野
駅
前
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
は
基
本

設
計
が
な
い
ま
ま
に
入
札
し
て

い
る
。
ま
た
、
機
器
を
前
年
度

の
工
事
業
者
で
保
管
し
て
い
る

の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
提
案
型
入
札
を
実
施
し
て

い
る
。
保
管
場
所
は
適
切
な
場

所
を
検
討
す
る
。

　
　
介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

託
事
業
と
は
何
か
。

　
　
働
き
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー
２

級
資
格
を
取
得
し
、
雇
用
創
出

や
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　
公
募
し
た
民
間
の
事
業
者
に

委
託
し
４
名
の
育
成
を
目
指
す
。

　
　
緊
急
雇
用
創
出
と
し
て
、

観
光
施
設
等
維
持
管
理
業
務
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
す
る
が
、
失
業
者
は
若
年
層

に
も
多
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
も
そ
の
効
果

が
見
込
め
る
の
か
。

　
　
若
年
層
で
は
短
期
間
の
仕

事
で
の
雇
用
は
難
し
い
。

　
観
光
促
進
事
業
や
観
光
振
興

事
務
事
業
に
お
い
て
も
雇
用
創

出
を
図
っ
て
お
り
、
若
年
層
に

も
雇
用
す
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。

　
　
や
し
ろ
鴨
川
の
郷
の
運
営

も
企
業
努
力
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
新
た
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
開
催
や
名
水
開
発
に
取

り
組
み
、
多
く
の
観
光
客
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

　
　「
加
東
た
め
池
集
」
の
策

定
と
井
堰
調
査
と
は
何
か
。

　
　
自
然
が
残
さ
れ
た
市
内
１

１
４
７
カ
所
の
「
た
め
池
」
に

親
し
み
を
持
ち
、
自
然
環
境
を

守
る
た
め
で
あ
る
。
井
堰
調
査

は
、
整
備
の
た
め
の
基
礎
資
料

作
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

　
い
ず
れ
も
緊
急
雇
用
対
策
で

あ
り
、
雇
用
創
出
事
業
で
も
あ

る
。

　
　
観
光
振
興
業
務
委
託
料
と

企
業
立
地
促
進
業
務
委
託
料
と

は
何
か
。

　
　
観
光
振
興
業
務
は
や
し
ろ

鴨
川
の
郷
へ
委
託
し
、
観
光
客

の
増
加
を
図
る
。

　
企
業
立
地
促
進
業
務
は
、
商

工
会
へ
委
託
し
、
市
内
の
空
き

地
や
空
き
家
に
対
し
企
業
を
誘

致
す
る
業
務
で
あ
る
。

　
　
猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
が
対
応
策
は
。

　
　
若
い
世
代
の
発
掘
に
努
め
、

後
継
者
育
成
に
向
け
て
補
助
制

度
を
設
け
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
来
場
者
の
流
れ
が
悪

か
っ
た
よ
う
だ
が
対
策
は
。

　
　
昨
年
は
、
物
産
フ
ェ
ア
と

菊
と
文
化
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
統
合
し
て
最
初
の
開
催
と
な

っ
た
。
様
々
な
意
見
や
反
省
を

踏
ま
え
て
改
善
し
た
い
。

　
　
医
師
、
看
護
師
等
の
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
整
備

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
職
員
の
服
務
規
程
を
準

用
し
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
連
携
パ
ス
に
お
い
て
、

１
カ
月
な
い
し
３
カ
月
で
転
院

と
な
っ
て
い
る
が
、
入
院
期
間

の
配
慮
は
な
い
の
か
。

　
　
病
院
で
は
、
平
均
在
院
日

数
の
規
定
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
新
規
に
導
入
す
る
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
の
内
容
と
導
入
効

果
の
見
込
み
は
。

　
　
平
成

２３
年
度
の
電
子
カ
ル

テ
稼
動
を
目
標
に
整
備
を
行
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
待
ち
時
間
の
解

消
や
各
種
情
報
の
共
有
化
等
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
。

　
　
過
酷
な
勤
務
が
予
想
さ
れ

る
看
護
職
員
等
に
対
し
て
、
働

き
や
す
い
環
境
整
備
を
実
施
し

て
い
る
か
。

　
　
看
護
部
局
や
事
務
局
に
お

い
て
個
別
面
接
や
会
議
等
で
意

見
、
要
望
の
集
約
に
努
め
て
い

る
。

　
　
地
域
医
療
等
検
討
委
員
会

の
提
言
に
対
す
る
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

　
　
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

の
方
向
で
あ
っ
た
が
、
地
域
医

療
と
し
て
の
重
要
性
が
あ
り
検

討
中
で
あ
る
。

　
　
６
人
部
屋
を
４
人
部
屋
に

変
更
し
て
も
許
可
病
床
数
に
対

す
る
交
付
税
算
定
等
財
政
面
に

影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
稼
動
病
床
数
の
変
更
で
あ

り
影
響
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り

入
院
患
者
の
快
適
性
が
確
保
で

き
る
。

　
　
新
規
事
業
で
吉
井
地
区
の

防
火
水
槽
設
置
が
あ
る
が
、
他

に
も
早
急
に
整
備
を
要
す
る
も

の
は
な
い
の
か
。

　
　
防
火
水
槽
の
整
備
は
隔
年

で
計
画
し
、
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
地
区
の
消
防
団
員
不
足
に

対
し
て
の
対
応
策
は
。

　
　
平
成

２２
年
度
は
５
カ
年
計

画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
地
区

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
実
施
し
、

消
防
団
統
合
等
も
含
め
て
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
整
備
部

消
防
本
部

加
東
市
民
病
院
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住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
の
目
的
は
。

　
　
旧
町
か
ら
の
プ
ラ
ン
を
市

と
し
て
一
本
に
ま
と
め
、
住
宅

施
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
る
。

　
ま
た
、
市
営
住
宅
の
長
寿
命

化
計
画
も
合
わ
せ
て
策
定
す
る
。

　
　
県
道
厚
利
社
線
で
歩
道
が

寸
断
さ
れ
て
危
険
な
場
所
が
あ

る
が
、
そ
の
対
応
策
は
。

　
　
県
道
で
あ
る
が
、
問
題
は

認
識
し
て
お
り
、
県
と
協
議
を

進
め
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
国
道
３
７
２
号
バ
イ
パ
ス

の
開
通
時
期
は
。

　
　
加
東
大
橋
も
含
め
て
平
成

２３
年
度
開
通
予
定
で
あ
る
。

　
　
佐
保
神
社
公
衆
便
所
の
改

修
工
事
の
完
了
時
期
は
。

　
　
基
本
設
計
等
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
秋

ま
つ
り
ま
で
に
は
完
成
し
た
い
。

　
　
市
営
住
宅
使
用
料
の
収
納

率
算
定
は
。

　
　

９５
％
を
見
込
ん
で
算
定
し

た
。
今
後
と
も
滞
納
者
に
は
毅

然
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る
。

　
　
市
道
東
条
吉
川
線
整
備
事

業
が
市
の
単
独
事
業
と
な
っ
て

い
る
が
、
管
理
者
は
だ
れ
か
。

　
　
管
理
者
は
市
で
あ
り
、
県

へ
移
管
す
る
た
め
整
備
す
る
。

　
　
社
市
街
地
の
歩
車
共
存
化

工
事
完
了
後
に
不
法
駐
車
が
増

加
し
て
い
る
が
そ
の
対
応
策
は
。

　
　
警
察
と
協
議
し
、
対
応
す

る
。

　
　
水
道
料
金
不
納
欠
損
金
を

計
上
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

　
　
ゴ
ル
フ
場
の
民
事
再
生
法

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
有
収
率
向
上
の
対
策
は
。

　
　
老
朽
化
し
た
配
管
を
交
換

し
て
対
応
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

配
水
側
メ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、

確
実
な
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
。

　
　
中
新
池
の
賃
借
料
に
毎
年

約
５
６
０
万
円
支
出
し
て
い
る

が
、
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
地
元
と
は
、
近
く
に
原
水

調
整
池
を
確
保
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
交
渉
を
進
め
て
い
る
が
、

当
面
は
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
東
条
地
域
で
の
区
画
整
理

事
業
に
お
い
て
、
雨
水
排
水
整

備
工
事
に
都
市
計
画
税
を
充
当

す
る
の
か
。

　
　
雨
水
排
水
事
業
は
、
市
街

化
区
域
内
に
限
定
し
て
都
市
計

画
税
を
充
当
し
て
き
た
が
、
東

条
地
域
で
の
区
画
整
理
事
業
に

お
い
て
は
充
当
し
な
い
。

　
　
会
計
等
事
務
業
務
委
託
料

約
４
０
０
０
万
円
は
何
か
。

　
　
お
客
様
セ
ン
タ
ー
業
務
に

係
る
委
託
料
で
あ
り
、
窓
口
業

務
・
検
針
業
務
・
閉
開
栓
業
務

・
料
金
徴
収
等
業
務
・
電
算
処

理
業
務
等
で
あ
る
。

　
　
特
別
支
援
学
校
を
市
独
自

で
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
小
野
市
立
や
県
立
の
学
校

で
お
世
話
に
な
る
考
え
で
あ
り
、

市
独
自
で
の
整
備
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴

う
教
材
備
品
購
入
は
何
か
。

　
　
理
科
、
数
学
及
び
外
国
語

の
備
品
や
、
和
太
鼓
、
剣
道
防

具
等
で
あ
る
。

　
　
児
童
・
生
徒
の
考
え
る
力

を
高
め
る
授
業
実
践
事
業
の
具

体
的
施
策
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
に
考
え
る
力

を
つ
け
さ
せ
る
学
習
を
行
う
た

め
に
研
修
会
を
開
き
、
教
師
の

指
導
力
の
向
上
を
目
指
す
事
業

で
あ
る
。

　
　
学
校
給
食
費
が
昨
年
度
と

同
額
で
あ
る
が
、
質
・
量
共
に

問
題
は
な
い
か
。
値
上
げ
を
検

討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成

２１
年
６
月
に
値
上
げ

を
見
送
っ
た
。
物
価
も
横
ば
い

で
あ
り
、
平
成

２２
年
度
ま
で
は

地
場
産
食
材
使
用
で
補
助
金
も

確
保
で
き
た
が
、
平
成

２３
年
度

に
は
値
上
げ
の
検
討
が
必
要
と

な
る
予
想
で
あ
る
。

　
　
体
育
施
設
使
用
料
収
入
に

対
し
て
、
維
持
管
理
費
が
高
額

と
な
っ
て
い
る
が
改
善
策
は
。

　
　
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お

り
、
今
後
体
育
施
設
全
般
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
市
内
の
４
集
会
所
は
、
平

成
２３
年
３
月
の
地
区
へ
の
移
管

へ
向
け
て
改
修
さ
れ
る
が
、
移

管
後
は
維
持
管
理
費
等
の
費
用

は
発
生
し
な
い
の
か
。

　
　
講
座
事
業
等
で
の
委
託
料

等
は
発
生
す
る
が
、
光
熱
水
費

や
維
持
費
等
に
つ
い
て
は
地
元

負
担
と
な
り
発
生
し
な
い
。

　
　
５
月
の
連
休
中
の
図
書
館

開
館
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
意
見
、
要
望
は
聞
い
て
お

り
、
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
平
成
２２
年
度
執
行
予
定
の

選
挙
に
お
い
て
、
職
員
の
時
間

外
勤
務
手
当
削
減
へ
の
取
り
組

み
は
。

　
　
迅
速
な
業
務
を
実
施
し
、

削
減
に
努
め
る
と
同
時
に
、
慎

重
か
つ
適
切
な
業
務
を
目
指
す
。

建

設

部

委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会

上
下
水
道
部
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賛
成
討
論

○
民
生
費
に
多
く
の
予
算
を
配
分
し
、
安
心
・
安
全
施
策
や
教
育

施
策
に
も
配
慮
し
、
経
費
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
総
務
費
を
削
減

し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
慢
性
的
な
課
題
も
あ
る
が
、
山

本
市
長
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
込
め
て
次
期
の
ラ
ン
ナ
ー
へ

「
た
す
き
」
を
渡
す
と
さ
れ
た
財
政
健
全
化
路
線
を
守
っ
た
生
活

重
視
の
「
堅
実
型
」
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

○
教
育
委
員
会
の
議
会
に
対
す
る
答
弁
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

は
指
摘
す
る
が
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
田
園
都
市
計
画
区

域
が
誕
生
し
た
。

　
ま
た
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
い
、
そ
の
証
し
で
あ
る
標
柱

建
設
費
も
計
上
し
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
加
東
市
民
病
院
の
優
秀
な
看
護
師
の
迅
速
、
適
切
な
対
応
に
て

一
命
を
と
り
と
め
た
事
例
も
あ
る
。

　
厳
し
い
経
営
状
況
で
は
あ
る
が
、
市
民
の
身
近
で
、
市
民
の
砦

の
病
院
と
し
て
経
営
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

 

一

般

会

計

　
病

院

事

業

会

計



委 員 会 報 告

学校給食センターを視察

貸 出 冊 数 の 推 移

図 書 館 名

中　　央

図書・情報センター

滝　　野

東　　条

合　　計

平成１８年度

貸出冊数

平成１９年度 平成２０年度

269,166

49,129

206,542

29,854

554,691

貸出冊数

273,784

53,956

238,030

45,472

611,242

対前年度比(％)

101.7

109.8

115.2

152.3

110.2

貸出冊数

284,800

59,069

262,491

59,382

665,742

対前年度比(％)

104.0

109.5

110.3

130.6

108.9

７

総
務
文
教
常
任
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員
会

貸出密度4年連続日本一貸出密度4年連続日本一貸出密度4年連続日本一
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１
月

１９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
図
書
館
の
状
況
及
び
就
学

援
助
事
業
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

図
書
館
の
現
状
に
つ
い
て

　
平
成

２０
年
度
ま
で
の
利
用
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

加
東
市
就
学
援
助
事
業
の
内
容

　
就
学
援
助
対
象
者
は
、
要
保

護
・
準
要
保
護
に
該
当
す
る
方

で
、
平
成

２１
年

１１
月
末
現
在
で
は
、

要
保
護
５
人
、
準
要
保
護
３
２

２
人
で
あ
る
。

要
保
護

○
生
活
保
護
費
受
給
者

　準
要
保
護

○
前
年
度
ま
た
は
今
年
度
に

　
・
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は

　
　
廃
止
に
な
っ
た
者

　
・
市
民
税
が
非
課
税
の
者

　
・
市
民
税
の
減
免
を
受
け
た

　
　
者

　
・
個
人
事
業
税
の
減
免
を
受

　
　
け
た
者

　 

・
固
定
資
産
税
の
減
免
（
災
害
）

　
　 

を
受
け
た
者

　
・
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額

　
　
減
免
を
受
け
た
者

　
・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
　
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
受
け

　
　
た
者

　
・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　
・
生
活
福
祉
資
金
（
更
生
資

　
　
金
）
の
貸
付
を
受
け
た
者

　
・
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手

　
　
帳
保
持
者

　
３
月
５
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い

て
所
管
事
務
調
査
並
び
に
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

　
県
内
の
学
校
給
食
用
精
米
と

し
て
供
給
さ
れ
た
米
の
カ
ド
ミ

ウ
ム
含
有
量
が
、
基
準
値
を
超

え
て
い
た
問
題
で
、
加
東
市
の

学
校
給
食
用
精
米
に
つ
い
て
は
、

安
全
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
　
米
に
対
し
て
の
検
査
項
目

は
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
限
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
今
回
は
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
に

対
す
る
結
果
を
提
出
し
て
い
る

が
、
通
常
は
、
残
留
農
薬
等
の

３３
品
目
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
月
４
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
に
、
市
長
よ
り
「
行
財

政
改
革
の
た
め
、
３
庁
舎
を
一

本
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
新
築

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
有
利
に
建

設
す
る
こ
と
が
で
き
る
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
い
。
市
民
ホ

ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

て
い
る
。

　
兵
庫
県
教
育
研
修
所
西
隣
の

県
有
地
が
候
補
地
の
一
つ
で
、

市
の
公
共
施
設
を
建
設
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
兵
庫
県
か
ら
無
償

で
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
財
政
と
し
て
は
、
合
併
時
に

４５
億
円
の
基
金
が
現
在

７０
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
起
債
も
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
新
庁
舎
を

建
設
し
て
も
財
政
上
の
問
題
は

な
い
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
判
断

材
料
と
し
て
基
本
計
画
が
必
要

と
考
え
、
平
成

２２
年
度
に
予
算

を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
担
当
課
か
ら
庁

舎
建
設
を
し
た
場
合
の
加
東
市

の
財
政
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　
　
庁
舎
建
設
の
総
額
と
財
源

内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
約

２４
億
円
で
、
財
源
は
合

併
特
例
債

１２
億
円
、
残
り
は
一

般
財
源
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
平
成
２９
年
度
以
降
５
年
間

で
交
付
税
が
１０
億
円
減
る
が
、

庁
舎
建
設
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
の
か
。

　
　
大
き
く
影
響
は
出
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
３
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

新
庁
舎
に
つ
い
て
の
意
見

　
合
併
特
例
債
の
活
用
で
き
る

　
時
期
に
、
県
有
地
に
新
築
す

　
べ
き
で
あ
る
。

　
新
築
場
所
は
、
社
庁
舎
裏
が

　
よ
い
。

　
統
合
す
る
こ
と
に
異
論
は
な

　
い
が
、
新
築
す
る
か
は
別
の

　
話
で
あ
る
。

　
新
庁
舎
を
県
有
地
に
建
設
す

　
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
庁
舎
を

　
ど
う
す
る
の
か
検
討
す
べ
き

　
で
あ
る
。

　
窓
口
セ
ン
タ
ー
機
能
の
問
題

　
は
あ
る
が
、
統
合
庁
舎
を
建

　
設
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
統
合
庁
舎
を
新
築
す
れ
ば
、

　
窓
口
セ
ン
タ
ー
は
１
カ
所
に

　
す
べ
き
で
あ
る
。
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厚
生
常
任
委
員
会

　
１
月

２９
日
と
３
月
９
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調

査
を
行
っ
た
。

　
１
月

２９
日
に
は
、
北
播
磨
３

市
１
町
の
消
防
の
広
域
化
、
開

発
、
ご
み
減
量
の
推
移
に
つ
い

て
、
３
月
９
日
に
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険

保
険
事
業
特
別
会
計
の
平
成

２１

年
度
の
決
算
見
込
み
、
生
活
保

護
事
業
の
推
移
、
障
害
者
数
の

推
移
に
つ
い
て
担
当
部
署
か
ら

説
明
を
受
け
た
。

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

◆
平
成

２１
年
７
月
１
日
に
北
播

磨
関
係
市
町
長
が
、
北
播
磨
５

市
１
町
の
消
防
の
広
域
化
に
向

け
、
消
防
本
部
の
位
置
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
協
議
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
本
部
の
設
置
場
所

や
統
合
の
進
め
方
に
お
い
て
意

見
が
分
か
れ
、
三
木
市
と
小
野

市
を
除
く
北
播
磨
３
市
１
町

（
西
脇
市
・
加
西
市
・
加
東
市
・

多
可
町
）
に
よ
る
準
備
組
織
を

設
置
し
、
広
域
化
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◆
統
合
本
部
に
つ
い
て
は
、
加

東
市
役
所
滝
野
庁
舎
２
階
、
３

階
を
事
務
所
と
し
、
業
務
を
行

う
。

◆
北
播
磨
３
市
１
町
消
防
広
域

化
協
議
会
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
長
と
議
会
議
長
に
よ

る
委
員
で
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
各
市
町
議
会
に
お

い
て
協
議
会
設
置
議
案
を
上
程

し
、
議
決
後
に
協
議
会
設
置
の

手
続
を
進
め
る
。

　
　
三
木
市
、
小
野
市
が
参
加

を
見
送
っ
た
理
由
は
。

　
ま
た
、
統
合
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　
　
三
木
市
は
、
消
防
本
部
を

新
築
し
、
シ
ス
テ
ム
化
も
完
了

し
て
い
る
た
め
、
当
初
か
ら
本

部
を
三
木
市
に
設
置
す
る
案
を

示
し
て
い
た
。
他
市
町
に
本
部

を
設
置
す
る
案
で
は
、
二
重
投

資
と
な
る
こ
と
か
ら
見
送
ら
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
小
野
市
も
参
加

を
見
送
ら
れ
た
。

　
平
成

２８
年
度
が
国
の
支
援
を

受
け
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
あ

る
た
め
、
３
市
１
町
で
の
統
合

に
踏
み
切
っ
た
。

再
資
源
化
処
理
施
設
の
事
業
計

画
に
つ
い
て

　
現
在
、
市
に
は
廃
棄
物
処
理

施
設
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計

画
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
加

東
市
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

推
進
協
議
会
（
事
業
主
体
は
民

間
企
業
）
に
よ
り
、
再
資
源
化

工
場
建
設
に
つ
い
て
の
採
択
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　

　
市
と
し
て
は
、
総
合
計
画
の

趣
旨
や
廃
棄
処
理
コ
ス
ト
の
面

か
ら
再
資
源
化
処
理
施
設
は
、

有
効
な
施
設
と
判
断
し
、
推
進

す
る
方
針
で
あ
る
。

　
　
廃
棄
物
処
理
区
域
は
。

　
　
一
般
廃
棄
物
（
食
品
残
渣

や
汚
泥
等
）
は
、
加
東
市
内
。

産
業
廃
棄
物
は
、
北
播
磨
地
域

内
と
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
油
の

搾
り
か
す
で
あ
る
。

　
　
施
設
設
置
に
よ
る
市
民
へ

の
効
果
は
。

　
　
現
在
の
処
理
施
設
の
延
命

効
果
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
施
設
建
設
場
所
の
近
隣
住

民
に
は
、
施
設
の
説
明
や
承
諾

を
得
て
い
る
の
か
。

　
　
地
元
地
区
住
民
に
は
、
事

業
内
容
等
を
説
明
し
、
承
諾
を

得
て
い
る
。
今
後
は
、
隣
接
住

民
や
西
脇
市
の
該
当
地
区
で
も

説
明
会
を
行
う
。

　
　
施
設
か
ら
の
排
水
計
画
と

対
策
は
。

　
　
す
べ
て
施
設
内
の
浄
化
槽

に
て
処
理
さ
れ
る
た
め
排
水
は

出
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
時
の

こ
と
も
考
慮
し
、
業
者
と
協
議

を
進
め
る
。

ご
み
減
量
の
推
移
に
つ
い
て

　
生
活
の
見
直
し
等
で
家
庭
か

ら
の
ご
み
排
出
量
を
減
ら
し
、

無
駄
を
な
く
し
、
多
く
の
資
源

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、

循
環
型
社
会
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
加
東
市
で
は
、「
ご
み
減
量

２０
％
大
作
戦
」
を
実
施
し
た
結

果
、
平
成

２０
年
度
は
平
均
で

２０

・
５
％
の
減
量
を
達
成
し
た
。

　
今
後
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ト

ロ
ー
ル
や
資
源
ご
み
集
団
回
収

運
動
を
推
進
し
、
ご
み
の
減
量

化
を
図
り
、
処
理
費
の
削
減
に

努
め
て
い
く
。

　
　
さ
ら
な
る
資
源
ご
み
集
団

回
収
運
動
の
推
進
対
策
は
。

　
　
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
拠
点

回
収
を
実
施
し
て
い
る
地
区
も

あ
る
。
今
後
も
自
治
会
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
制
度
等
の
説
明

を
行
い
啓
発
を
図
り
た
い
。

　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
、
生
ご

み
処
理
機
購
入
補
助
金
の
支
給

制
度
を
廃
止
す
る
理
由
と
代
替

策
は
。

　
　
補
助
金
制
度
は
、
合
併
か

ら
５
年
間
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。

個
人
へ
の
補
助
金
制
度
の
問
題
、

需
要
と
供
給
の
観
点
か
ら
廃
止

と
の
結
論
で
あ
る
。

　
ご
み
減
量
化
対
策
と
経
費
節

減
と
い
う
面
も
含
め
て
、
平
成

２２
年
度
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進

協
議
会
に
よ
る
再
資
源
化
工
場

建
設
を
推
進
し
対
応
し
た
い
。
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

見
込
み
に
つ
い
て

　
平
成

２１
年
度
の
決
算
見
込
み

は
、
医
療
費
等
の
増
加
に
よ
り

財
政
調
整
基
金
す
べ
て
を
取
り

崩
し
て
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
が
な
け
れ
ば
、
赤
字
会
計

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
平
成

１９
年

１１
月
の
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

平
成

２２
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
方
式
の
資
産
割
を

廃
止
す
る
方
針
で
合
意
を
得
て

い
た
。
し
か
し
、
平
成

２２
年
度

に
お
い
て
は
、
税
率
を
上
げ
な

い
と
運
営
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
税
率
を
上
げ
、
所
得
割
に

資
産
割
廃
止
分
を
転
化
す
る
こ

と
は
、
所
得
割
の
み
の
層
に
か

な
り
の
負
担
増
を
強
い
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
景
気
が
回
復
す

る
ま
で
は
、
資
産
割
廃
止
を
延

期
し
、
現
状
の
割
合
程
度
で
課

税
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
　
資
産
割
を
廃
止
し
た
場
合
、

所
得
割
へ
の
影
響
額
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　
　
被
保
険
者
の
約

５０
％
が
資

産
を
持
た
れ
て
い
る
。
資
産
割

を
廃
止
す
る
と
約
３
８
４
０
万

円
を
所
得
割
層
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
、
年
間
約
７
４
０
０

円
の
増
額
と
な
る
。

　
　
資
産
割
は
固
定
資
産
税
と

の
二
重
課
税
や
、
資
産
か
ら
は

所
得
が
発
生
し
な
い
と
の
こ
と

で
不
満
も
あ
る
。
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
の
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
で
も
同
様
の
意
見
が
出
た
が
、

資
産
割
廃
止
は
滞
納
が
増
す
と

の
こ
と
で
、
現
況
の
社
会
情
勢

に
鑑
み
理
解
を
得
た
。
た
だ
し
、

早
い
時
期
で
廃
止
を
実
施
し
た

い
。

小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営

負
担
金
の
変
更
に
つ
い
て

　
小
野
市
と
加
東
市
で
共
同
運

営
し
て
い
る
「
小
野
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」
の
経
常
費
の
負
担

率
を
変
更
す
る
。
こ
れ
ま
で
実

績
割
の
み
で
負
担
金
を
算
出
し

て
き
た
が
、
総
務
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
の
ご
み
量
に
左
右
さ

れ
な
い
経
費
に
つ
い
て
は
、
均

等
割
・
人
口
割
を
導
入
す
る
。

　
改
正
後
の
分
賦
方
法
は
、
均

等
割

１０
％
、
人
口
割

１０
％
、
実

績
割

８０
％
と
な
る
。
３
月
定
例

会
に
規
約
改
正
を
上
程
す
る
予

定
で
あ
る
。

生
活
保
護
事
業
の
推
移
に
つ
い

て　
加
東
市
の
生
活
保
護
世
帯
・

人
数
等
は
、
合
併
後
、
平
成

２０

年
に
か
け
て
一
時
微
減
し
た
が
、

平
成

２０
年

１０
月
か
ら
失
業
や
傷

病
等
に
よ
る
就
労
不
可
等
の
理

由
に
よ
り
急
増
し
た
。

　
年
間
約
１
９
０
件
の
相
談
が

あ
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
２

名
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。
相

談
内
容
と
し
て
は
、
高
齢
世
帯

や
傷
病
世
帯
の
相
談
に
加
え
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
等
で
失
業
や

解
雇
の
相
談
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
被
保
護
者
に
対
し
て
国
民
年

金
等
の
加
入
の
有
無
・
受
給
資

格
の
有
無
等
を
日
本
年
金
機
構

へ
照
会
し
て
い
る
が
、
無
年
金

受
給
者
（
約

３３
％
）
や

６０
歳
で

受
給
資
格
を
満
た
さ
な
い
者

（
約

６７
％
）
が
あ
り
、
保
護
費

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
市
内
に
は
、
精
神
科
の
病
院

が
あ
り
、
精
神
入
院
患
者
は
一

般
病
院
の
入
院
よ
り
長
期
入
院

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
経
済

的
負
担
も
大
き
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
保
護
相
談
も
あ
り
、
他
市

と
比
較
し
て
被
保
護
者
の
増
加

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
加
東
市
に
お
け
る
保
護
世

帯
数
と
人
数
は
。

　
　
平
成

２２
年
３
月
見
込
み
で

は
１
３
６
世
帯
で
１
６
０
人
で

あ
る
。

　
　
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給

は
な
い
か
。

　
　
適
切
な
審
査
や
そ
の
後
の

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
不
正

受
給
は
な
い
。

　
　
生
活
保
護
世
帯
で
の
高
齢

者
世
帯
数
の
割
合
は
。

　
　
約

５５
％
が

６５
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
で
あ
る
。

　
　
現
在
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
人
数
で
相
談
体
制
は
十
分
か
。

　
　
査
察
指
導
員
、
就
労
支
援

員
各
１
名
を
含
め
て
５
名
で
対

応
し
て
お
り
、
問
題
は
な
い
。

障
害
者
数
の
推
移
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
の
手
帳
所
持
者

数
は
１
４
５
１
名
で
、
４
級
が

最
も
多
く
、

６５
歳
以
上
の
増
加

が
顕
著
で
あ
る
。

　
療
育
手
帳
所
持
者
数
は
、
２

１
４
名
で
転
出
や
入
所
で
減
少

の
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
平
成

１９

年
度
以
降
、

１８
歳
未
満
の
（
発

達
障
害
児
含
む
）
増
加
が
目
立

っ
て
い
る
。

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
数
は
、
１
５
４
名
で
２

級
が
最
も
多
く
、

１８
歳
か
ら

６４

歳
の
手
帳
所
持
者
が
増
加
し
て

い
る
。（
※
人
数
は
、
平
成

２１

年
度
の
数
字
）

　
　
市
役
所
で
の
障
害
者
に
対

す
る
法
定
雇
用
人
員
は
確
保
し

て
い
る
の
か
。

　
　
２
・
１
％
で
ク
リ
ア
し
て

い
る
。

　
　
障
害
者
へ
の
市
の
訪
問
介

護
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
対
応
で
き
る
民
間
の
事
業

所
が
な
く
、
市
の
ヘ
ル
パ
ー
３

名
が
対
応
し
て
い
る
。

　
　
民
間
等
も
事
業
が
受
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
制
度
改
正
等
を

含
め
、
国
・
県
に
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
み
の
り
等
に
も
働
き

か
け
て
お
願
い
し
て
お
り
、
国
・

県
に
も
要
望
し
て
い
く
。
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優
良
田
園
住
宅
と
は

　
　
農
山
村
地
域
、
都
市
の
近

　
郊
そ
の
他
の
良
好
な
自
然
的

　
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域

　
に
所
在
す
る
一
戸
建
て
の
住

　
宅
（
事
務
所
、
店
舗
等
を
兼

　
ね
る
兼
用
住
宅
は
含
ま
な
い
）

　
で
、
一
定
の
基
準
を
満
す
も

　
の
を
い
う
。

事 業 者

宗教法人 念佛宗三寳山無量壽寺

事業の場所

加東市上三草字三草山１１３６番地
　　　　　　　　　　 ３００他
開 発 区 域

全　体  ６５６，９５８㎡
開発地  ２９１，５８７㎡

水 道 料 金

水 源 開 発 負 担 金

加 入 分 担 金 等

水 道 事 業 会 計 合 計

下 水 道 使 用 料

受 益 者 負 担 金 等

下 水 道 事 業 会 計

上下水道事業に係る不納欠損予定額
4,602,760円

504,000円

525,911円

5,632,671円

126,634円

5,086,122円

5,212,756円

　
１
月

２２
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
上
下
水
道
の
整
備
と
優
良

田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
公
共
下
水
道
処
理
施
設
せ
せ

ら
ぎ
東
条
に
関
す
る
補
償
に
つ

い
て
は
、
平
成

１１
年
２
月
に
旧

東
条
町
と
新
定
地
区
と
が
協
定

を
結
び
、
協
定
に
係
る
覚
書
を

も
と
に
旧
東
条
町
時
代
の
７
年

間
に
わ
た
り
年
３
５
０
万
円
を

支
払
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
現
金
で
の
支
払
い

に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
考
え
、

合
併
以
降
協
定
の
変
更
に
尽
力

し
て
き
た
が
、
変
更
案
の
内
容

に
つ
い
て
も
法
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
、
再
度

見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
過
去
の
協
定
に
つ
い
て
は
終

了
し
、
将
来
的
に
東
条
地
域
の

５
つ
の
処
理
施
設
を
せ
せ
ら
ぎ

東
条
に
統
合
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

　
　
農
業
振
興
地
域
で
も
認
め

ら
れ
る
の
か
。

　
　
認
め
ら
れ
る
が
、
優
良
農

地
は
除
か
れ
る
。
市
街
化
調
整

区
域
の
中
で
設
定
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
手
続
が
非
常
に
難
し
い
。

　
　
市
と
し
て
は
今
後
計
画
を

立
て
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
中
に

つ
い
て
は
、
特
別
指
定
区
域
制

度
に
よ
っ
て
集
落
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
開
発
業
者
で
こ
の
制
度
を
活

用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
調
整
し
て
い
く
。

再
資
源
化
処
理
施
設
の
建
設
計

画
に
つ
い
て

　
ご
み
処
理
施
設
等
は
市
の
都

市
計
画
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
の
加
東
市
に
は
廃
棄
物
処

理
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計
画

が
な
い
。
市
と
し
て
は
、
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
再
資
源
化

処
理
施
設
は
有
益
な
施
設
で
あ

り
、
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
と

の
報
告
を
受
け
た
。

・
事
業
名

　
新
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
再

　
資
源
化
事
業

・
事
業
計
画
者

　
加
東
市
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利

　
活
用
推
進
協
議
会
（
事
業
主

　
体
は
民
間
企
業
）

（
仮
称
）
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
建

設
計
画
に
つ
い
て

【
事
業
計
画
内
容
】

　
開
発
面
積
の
う
ち
、
約

３５
％

に
つ
い
て
造
成
工
事
を
行
い
、

道
路
、
広
場
、
調
整
池
等
を
設

け
る
。
建
物
の
施
設
と
し
て
は
、

教
室
、
図
書
館
、
仏
教
美
術
館

等
で
あ
る
。

　
　
固
定
資
産
は
課
税
対
象
に

な
る
の
か
。

　
　
課
税
対
象
で
な
い
。

　
　
環
境
審
議
会
で
問
題
が
な

け
れ
ば
、
市
長
は
同
意
す
る
の

か
。

　
　
内
容
を
精
査
し
、
問
題
が

な
け
れ
ば
同
意
す
る
。

　
　
地
元
地
区
か
ら
道
路
が
混

雑
し
て
困
る
と
い
う
苦
情
は
な

い
か
。

　
　
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て
は
調
査

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
事
業
者
と

調
整
す
る
。

　
　
給
水
は
井
戸
水
か
。
ま
た
、

下
水
は
ど
う
処
理
す
る
の
か
。

　
　
深
井
戸
２
カ
所
で
対
応
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

部
給
水
区
域
に
入
っ
て
い
る
た

め
、
深
井
戸
で
必
要
量
が
確
保

で
き
な
い
場
合
は
、
給
水
要
望

が
予
測
さ
れ
る
。
　

　
下
水
に
つ
い
て
は
合
併
浄
化

槽
で
処
理
す
る
。

　
２
月

１７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
平
成

２１
年
度
の
上
下
水
道
事

業
に
か
か
る
不
納
欠
損
の
予
定

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　
な
ぜ
強
制
執
行
を
し
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
法
の
手
続
を
き
っ
ち
り
と

行
う
体
制
を
整
え
て
お
け
ば
措

置
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
平
成

１５
年
以
前
の
も

の
ば
か
り
で
あ
り
、
旧
町
時
代

に
処
理
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思

う
。
今
回
、
徴
収
不
可
能
な
５

年
を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

処
理
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

１０

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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滝 見 橋

１１

　
３
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
に
つ
い
て
及
び
新
し
い
河

川
整
備
の
計
画
制
度
と
加
古
川

の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て

　
日
本
の
食
料
自
給
率
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
と
地

域
を
再
生
さ
せ
、
農
山
村
に
暮

ら
す
人
々
が
将
来
に
向
け
て
明

る
い
展
望
を
持
っ
て
生
き
て
い

け
る
環
境
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
目
的
で
あ
る
。

　
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事

業
は
、
主
食
用
米
を
作
付
し
な

い
水
田
を
活
用
し
て
、
麦
・
大

豆
等
の
生
産
を
行
う
販
売
農
家

に
対
し
て
主
食
用
米
並
み
の
所

得
水
準
の
支
援
が
行
わ
れ
る
。

　
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
は
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に

よ
る
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
家
・

集
落
営
農
組
合
に
対
し
て
、
作

付
面
積

１０
ア
ー
ル
当
た
り
１
万

５
０
０
０
円
を
定
額
交
付
す
る
。

　
ま
た
、
米
の
価
格
が
下
落
し

た
場
合
は
、
追
加
の
補
て
ん
も

行
う
。

　
な
お
、
交
付
対
象
面
積
は
、

自
家
消
費
等
を
考
慮
し
、
一
律

１０
ア
ー
ル
を
控
除
し
て
算
定
さ

れ
る
。

　
　
作
付
面
積
は
ど
の
よ
う
に

確
認
す
る
の
か
。

　
　
農
家
が
申
告
す
る
。
水
稲

生
産
実
施
計
画
書
に
よ
り
農
会

長
が
確
認
す
る
。

新
し
い
河
川
整
備
の
計
画
制
度

と
加
古
川
の
川
づ
く
り

①
新
し
い
河
川
整
備
の
計
画
制

　
度

②
加
古
川
流
域
委
員
会

③
河
川
整
備
の
内
容
（
治
水
・

　
利
水
・
環
境
・
河
川
管
理
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　
滝
見
橋
の
か
け
か
え
に
つ

い
て
は
、
国
と
し
て
ど
う
進
め

て
い
る
の
か
。

　
　
市
は
平
成

２１
年

１２
月
定
例

会
で
予
算
化
し
、
現
在
、
横
断

測
量
を
行
っ
て
い
る
。
国
土
交

通
省
も
積
極
的
に
事
業
展
開
す

る
た
め
、
平
成

２２
年
度
に
川
幅

の
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
今
後
２０
年
か
ら
３０
年
間
の

河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

下
流
、
中
流
、
上
流
す
べ
て
入

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
河
川
管
理
者
（
国
土
交
通

省
）
と
し
て
全
体
を
把
握
し
、

被
害
の
多
い
所
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　
　
大
門
橋
付
近
に
は
、
貴
重

な
地
形
で
あ
る
甌
穴
群
（
過
流

に
よ
っ
て
で
き
た
穴
）
が
あ
る

が
、
国
土
交
通
省
が
保
全
し
て

い
く
の
か
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
、
国
土
交

通
省
が
保
全
し
て
い
く
。

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

東
播
・
淡
路
市
議
会

　
　
　
　
　
議
長
会
定
例
会

議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

播
磨
内
陸
医
務
事
業

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

北
播
衛
生
事
務
組
合
議
会

北
播
肢
体
不
自
由
児
機
能

回
復
訓
練
施
設
事
務
組
合

　
　
　
　
わ
か
あ
ゆ
園
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

加
東
市
議
会
議
員
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会

小
野
加
東
環
境
施
設
事
務

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

小
野
加
東
広
域
事
務

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

第
２６
回
定
例
会
（
１
日
目
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

第
２６
回
定
例
会
（
２
日
目
）

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会

予
算
特
別
委
員
会

第
２６
回
定
例
会
（
３
日
目
）

議
会
運
営
委
員
会

１
月

５
日

１３
日

１３
日

１９
日

１９
日

２０
日

２１
日

２２
日

２８
日

２９
日

２
月

４
日

８
日

１０
日

１６
日

１６
日

１７
日

１８
日

１９
日

２２
日

２５
日

２５
日

２６
日

３
月

２
日

５
日

５
日

８
日

８
日

８
日

９
日

９
日

１１
日

１２
日

１５
日

１６
日

１７
日

２６
日

２６
日

お
う
け
つ



　
議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会

と
市
民
の
関
係
、
議
会
と
市
長

部
局
と
の
関
係
な
ど
を
規
定
す

る
条
例
で
あ
り
、
１
０
１
の
自

治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
る
（
２

０
１
０
年
３
月

２６
日
現
在
）。

　
加
東
市
議
会
で
も
議
会
改
革

の
観
点
か
ら
導
入
に
向
け
て
検

討
を
行
い
、
議
会
運
営
委
員
会

に
よ
る
京
都
府
京
丹
後
市
、
議

員
全
員
に
よ
る
三
重
県
伊
賀
市

な
ど
先
進
地
の
視
察
も
実
施
し

て
き
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年

１２
月
定
例
会

に
お
い
て
議
員
８
名
に
よ
る
議

会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
に
策
定

に
向
け
作
業
を
開
始
し
た
。

　
１
月

２１
日
に
は
、
第
１
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
現
在
の
議

員
の
任
期
が

１０
月
末
ま
で
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
目
標
と
し
て

今
年
９
月
定
例
会
で
の
提
案
に

向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確

認
等
を
行
っ
た
。

　
２
月
８
日
に
は
、
先
進
地
事

例
を
参
考
に
、
議
会
基
本
条
例

に
盛
り
込
む
項
目
に
つ
い
て
論

点
の
整
理
を
行
っ
た
。

先
進
地
の
事
例
に
つ
い
て
は

　
議
会
の
公
式
行
事
と
し
て
の

　
議
会
報
告
会
の
実
施

　
議
会
だ
よ
り
に
よ
る
議
員
の

　
議
案
へ
の
賛
否
の
公
表

　
本
会
議
に
お
け
る
一
問
一
答

　
方
式
の
導
入

　
傍
聴
者
へ
の
資
料
配
付
の
検

　
討

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
の
活
用

　
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
公
開

と
い
っ
た
項
目
が
あ
る
。

　
今
後
個
々
の
項
目
に
つ
い
て

導
入
の
是
非
も
含
め
検
討
を
行

っ
て
い
く
。

　
２
月

１９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
議
会

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
に
向
け
て
検
討
を
行
い
、

３
月
８
日
に
は
、
満

２０
歳
以
上

の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
２
０
０
０
人
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
発
送
し
た
。

　
そ
し
て
、
９
３
８
通
の
回
答

を
い
た
だ
い
た
。（
回
収
率

４６

・
９
％
）

１２

議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

加東市 議会だより Ｎｏ.１３

○ 市議会に関心がありますか。
○ 市議会だよりを読んでいますか。
○ 市議会の会議などを見たことがありますか。
○ インターネットで加東市議会会議録を見たことがありますか。
○ 現在の市議会をどのように評価しますか。
○ あなたの意見や市民の声が市議会に反映されていると思いますか。
○ 陳情・請願といった制度を知っていますか。
○ 市議会の改革は必要だと思いますか。
○ 市議会が改革に取り組む課題は何だと思いますか。
○ 今年１０月の改選時から議員定数は１８名となりますが、議員定数に
　 ついてはどう思いますか。
○ 議員報酬は月額３５万円となっていますが、どう思いますか。

■ 議会基本条例策定に向けたアンケートの主な質問項目

　アンケート結果については、議会基本条例策定に反映さ
せていただきます。
　現在、集計作業中であり、改めて結果等をご報告させて
いただきたいと考えています。
　ご協力いただき大変ありがとうございました。

ア ン ケ ー ト 集 計 作 業 の 様 子



ひょうご東条ニュータウンインターパーク

ドル・円相場の3年間の推移

東条都市計画区域

東播都市計画区域

都市計画区域外

市街化調整区域

市街化区域

用途地域外（白地地域）

用途地域

■都市計画区域の指定状況図

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
崩
れ

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

0

20

40

60

80

100

120

140

2
0
0
9
年
1
月

2
0
0
8
年
1
月

2
0
0
7
年
1
月

2009年1月22日

88円77銭 直近の値段
2009年10月17日

90円17銭

2009年4月6日

101円02銭

2007年6月1日

122円08銭

円
高（
ド
ル
安
）↓

↑
円
安（
ド
ル
高
）

１３

一 般 質 問

問答問答 都
市
計
画
税
の
撤
廃
と
見
通
し
に
つ
い
て

磯
貝 

邦
夫

次
期
市
政
に
引
き
継
ぐ
課
題
と
思
い
を
問
う

橋
本 

嘉
郎

加
東
市
の
購
入
し
た
仕
組
み
債
に
つ
い
て

上
月 

　
清

問答問答

問答

　
　
再
三
に
わ
た
り
問
題
提
起
し
て
き
た
都
市
計
画
税

の
撤
廃
と
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
市
街
化
区
域
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
税
率
０
・
３
％
の
１
割
程
度
の
低
減
と
東
条
地
域
の

市
街
化
区
域
相
当
の
地
域
を
新
た
な
課
税
区
域
と
す
る

こ
と
を
市
の
方
針
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か

　
　
障
害
者
制
度
改
革
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
加
東
市
障

害
者
福
祉
計
画
で
の
視
覚
障
害
の
取
り
組
み
と
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
国
に
お
い
て
は
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部

が
設
置
さ
れ
、
当
面
の
５
年
間
を
制
度
に
係
る
改
革
の

集
中
期
間
と
し
、
改
革
推
進
の
基
本
的
な
方
針
が
検
討

さ
れ
る
。
市
と
し
て
は
、
方
向
性
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

趣
旨
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
加
東
市
障
害
者
福

祉
計
画
で
は
地
域
生

活
支
援
事
業
の
中
で

視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
支
援
、

協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
せ
せ
ら
ぎ
東
条
に
関
し
て
、
新
定
地
区
と
の
解
決

に
至
ら
な
か
っ
た
思
い
を
問
う
。

　
　
一
つ
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
専
門
家
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
法
の
順
守
を
念
頭
に
置
い
て
、
東
条
地
域
の

下
水
道
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
含
め
、
さ
ら
に
協
議
を

進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ひ
ょ
う
ご
東
条
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

の
今
後
の
企
業
誘
致
対
策
を
問
う
。

　
　
新
た
な
企
業
の
進
出
は
、
市
税
等
の
増
加
は
も
ち

ろ
ん
、
雇
用
の
創
出
、
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口
の
増

な
ど
地
域
活
力
を
生
み
出
し
、
広
範
囲
に
わ
た
る
加
東

市
の
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
企
業
の
新
た
な
投
資
等
は
依
然
と
し
て
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
加
東
市
の
着
実
な
発
展
に
は
新
た

な
企
業
の
立
地
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
独
自
の
誘

致
活
動
に
加
え
て
都

市
再
生
機
構
募
集
販

売
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫

県
新
産
業
立
地
課
、

ひ
ょ
う
ご
・
神
戸
投

資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
等
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
積
極

的
か
つ
継
続
的
な
企

業
誘
致
活
動
を
展
開

し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
市
民
の
行
政
へ
の
願
い
、
市
民
の
生
活
感
覚
は
危

険
を
冒
し
て
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
揺
る

ぎ
な
い
絶
対
的
な
安
全
性
を
最
優
先
す
る
確
実
な
保
障

が
一
番
大
切
で
あ
る
。

　
加
東
市
民
は
行
政
が
こ
の
よ
う
な
金
融
商
品
に
手
を

出
す
よ
う
な
危
険
な
基
金
の
運
用
を
決
し
て
望
ん
で
い

な
い
。
市
長
の
責
任
あ
る
姿
勢
、
態
度
を
示
し
、
公
金

管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
基
準
及
び
公
金
運
用
方
針
を

改
正
し
、
議
会
で
審
議
し
、
購
入
す
る
こ
と
を
明
記
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
加
東
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
少
し
で
も
寄

与
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
仕
組
み
債

を
購
入
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
御
理
解
賜
り
た
い
。
　

　
し
か
し
、
仕
組
み
債
購
入
に
係
る
基
金
の
運
用
に
つ

い
て
、
事
前
の
説
明
な
ど
事
務
手
続
に
行
き
届
か
な
か

っ
た
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
今
後
の
公
金
の
管
理
、
運
用
に
つ
い
て
は
、
公
金
管

理
及
び
運
用
に
関
す
る

基
準
や
公
金
運
用
の
検

討
、
運
用
実
績
等
を
決

算
時
に
別
添
報
告
す
る

方
法
な
ど
、
さ
ら
に
透

明
性
を
高
め
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
見
直
し
を
進
め
、
議

会
へ
も
報
告
し
た
い
。

加東市 議会だより Ｎｏ.１３



平成22年度 「加東の教育」

戸別所得補償制度パンフレット

加東市民病院に設置されている「ふれあいの小箱」

１４

桑
村 

繁
則

問答

小
紫 

泰
良

学
校
等
へ
の
苦
情
、要
望
に
つ
い
て

戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て

加
東
市
学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

問答問答

問答

　
　
平
成
２１
年
度
加
東
市
学
校
教
育
の
進
展
の
評
価
と

平
成
２２
年
度
基
本
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
平
成

２１
年
度
は
「
人
間
力
の
育
成
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
向
上
心
を
持
っ
て
自
ら
学
び
、
と
も
に
学

び
合
う
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、

個
を
生
か
す
学
習
指
導
の
充
実
を
図
り
、
考
え
る
力
を

つ
け
る
授
業
づ
く
り
に
力
点
を
置
い
て
取
り
組
み
を
進

め
た
。

　
授
業
づ
く
り
で
は
、
教
職
員
の
資
質
、
指
導
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
外
国
語
教
育
、

道
徳
教
育
、
生
徒
指
導
、
心
の
健
康
教
育
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
修
会
に
は
、
延
べ
５
９
６
名
の
教
職
員
が

参
加
し
、
自
ら
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
に
努
め
、
着

実
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
平
成

２２
年
度
の
加
東
市
の
学
校
教
育
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
は
、
平
成

２１
年
度
に
引
き
続
き｢

人
間
力
の
育

成｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
は
少
々
の
困
難

に
も
屈
し
な
い
意
志

力
、
体
力
を
培
い
、

た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
育
ん
で
い
く
こ

と
に
重
点
を
置
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
農
政
の
大
転
換
で
あ
る
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
概

要
と
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
ま
た
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
こ
の
制
度
は
農
業
と
地
域
を
再
生
さ
せ
、
日
本
の

食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
事
業
と
し
て
は
、
水
田
を
活
用
し
て
麦
・
大
豆
と
出

荷
契
約
の
あ
る
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
を
生
産
す
る
場

合
、
主
食
用
米
並
み
の
所
得
を
確
保
し
得
る
水
準
で
交

付
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
。
米
の
場
合
は
、
生
産
数

量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
農
家
・
集
落
営
農
に
対
し

て
、

１０
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ

る
と
と
も
に
、
米
価
が
下
落
し
た
場
合
に
は
、
追
加
の

補
て
ん
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
米
農
家
に
対
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
生
産
調
整
未

達
成
の
農
業
者
に
は
交
付
さ
れ
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
従
来
か
ら
の
市
や
集
落
等

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
措
置
は
原
則
と
し
て
廃
止
と
な
る
。

今
年
の
転
作
配
分
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
加
東
市
の
転
作
配
分
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
加
東
市
の
平

均
転
作
率
は

３３
・

６
％
で
、
社
地
域

３６
・
８
％
、
滝
野

地
域
は

３９
・
３
％
、

東
条
地
域
は

２３
・

５
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
県
内
の
公
立
高
校
に
保
護
者
や
近
隣
住
民
か
ら
学

校
で
は
対
応
で
き
な
い
苦
情
や
要
望
が
増
加
し
、
県
教

育
委
員
会
が
高
等
学
校
問
題
解
決
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
加
東
市
の
学
校
現
場
で
第

三
者
機
関
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
問
題
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　
学
校
だ
け
で
は
な
く
加
東
市
民
病
院
内
に
も
市
民
の

声
、
要
望
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
思
う
が
、

要
望
等
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
処
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
へ
の
苦
情
に
つ
い
て
、
問
題
に
よ
っ
て
は
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

播
磨
東
教
育
事
務
所
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
苦
情
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
誠
実
に
対
応
し
、
相
互
に
理

解
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
現

時
点
で
は
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
発
足
は
考
え
て
い
な
い
。

　
病
院
へ
の
意
見
に
つ

い
て
は
、
毎
月
の
運
営

会
議
で
内
容
説
明
、
確

認
及
び
対
応
策
の
協
議
、

報
告
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
厳
し
い
意

見
も
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
満
足
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

井
上 

寿
弘
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介護老人保健施設 ケアホームかとう

テレビ大阪 株式会社　本社

１５

問答問答
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

上
下
水
道
料
金
不
納
欠
損
に
つ
い
て

小
川 

忠
市

Ｋ
Ｃ
Ｖ
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

　
　
　
テ
レ
ビ
大
阪
の
放
映
中
止
に
つ
い
て

山
本 

通
廣

藤
尾
　
潔

問答

問答問答

　
　
山
本
市
長
は
、
在
任
中
ど
の
よ
う
な
思
い
で
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
こ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で

次
期
の
ラ
ン
ナ
ー
へ
「
た
す
き
」
を
渡
さ
れ
る
の
か
。

　
　
人
・
心
・
ま
ち
を
大
切
に
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
き
た
が
、
次
期
の
ラ
ン
ナ
ー
へ
は
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
、
３
世
代
が
ゆ
と
り
と
憩
い
の
あ
る
「
ま

ち
」
に
な
る
よ
う
財
政
基
盤
を
大
切
に
し
、
自
分
の
カ

ラ
ー
を
出
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

加
東
」
へ
の
期
待
を
込
め
て
「
た
す
き
」
を
渡
し
た
い
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う
の
運
営
に
つ
い
て

　
　
公
設
の
介
護
老
人
保
健
施
設
と
し
て
の
ケ
ア
ホ
ー

ム
か
と
う
の
役
割
は
重
要
と
考
え
る
が
、
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
入
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
営
化

移
行
も
含
め
た
運
営
改
善
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
民
に
と
っ
て
、
安
価
な
利
用
料
や
利
用
率
か
ら

も
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。
平
成

２１
年
度
の
機

構
改
革
で
加
東
市
民
病
院

と
の
一
体
化
を
進
め
経
営

改
善
の
努
力
を
し
た
が
、

収
支
は
約
４
３
０
０
万
円

の
不
足
と
な
る
見
込
で
あ

る
。
平
成

２２
年
度
は
、
さ

ら
な
る
運
営
改
善
に
努
め

る
と
と
も
に
指
定
管
理
移

行
等
を
含
め
、
そ
の
方
向

性
の
検
討
も
本
格
的
に
進

め
て
い
く
。

その他に、松本 学議員、村岡 実議員が一般質問を行った。

　
　
２
０
１
１
年
７
月
２５
日
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｋ
Ｃ
Ｖ
で
は
テ
レ
ビ
大
阪
が
見
ら

れ
な
く
な
る
。
市
民
の
方
々
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
で
よ
り

多
く
の
番
組
が
視
聴
で
き
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
テ
レ

ビ
大
阪
だ
け
が
視
聴
で
き
な
く
な
る
の
は
い
か
に
も
逆

コ
ー
ス
で
あ
り
、
何
と
か
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
視
聴
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
性
を
強
く
思
う
が
、
対
応
で
き
な
い
の

か
尋
ね
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
Ｋ
Ｃ
Ｖ
と
し
て
も
テ
レ
ビ

大
阪
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
よ
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
大
阪
の
業
務
区
域
外
で
あ
る
加
東
市
で
放
送

す
る
に
は
サ
ン
テ
レ
ビ
、
毎
日
放
送
、
朝
日
放
送
、
関

西
テ
レ
ビ
、
読
売
テ
レ
ビ
な
ど
の
地
元
放
送
局
す
べ
て

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
大
阪
自
体
は
同
意
に

つ
い
て
前
向
き
で
あ
る
が
、
他
の
放
送
局
は
加
東
市
に

な
ぜ
大
阪
の
放
送
が
必
要
な
の
か
と
い
う
理
由
で
同
意

い
た
だ
け
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
、
総
務

省
近
畿
総
合
通
信
局

と
も
相
談
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ

を
そ
ろ
え
、
粘
り
強

く
放
送
局
と
交
渉
し
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

期
限
ま
で
に
同
意
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
上
下
水
道
に
か
か
る
料
金
、
負
担
金
等
に
つ
い
て

約
１
０
０
０
万
円
の
不
納
欠
損
処
分
を
行
い
た
い
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。
過
去
議
会
で
は
税
等
も
含
め
適
切
な

徴
収
を
求
め
て
き
て
お
り
、
一
部
に
市
の
徴
収
努
力
が

不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
不
納
欠
損
と
な
っ
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
遺
憾
で
あ
る
。

　
現
在
、
市
の
税
や
料
金
な
ど
す
べ
て
の
債
権
に
対
し
、

法
に
の
っ
と
っ
た
処
理
を
行
い
、
収
納
で
き
て
い
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
適
切
に
債
権
の
保
全
が
で
き
て
い
る

の
か
。

　
　
市
に
は
介
護
保
険
料
、
保
育
料
な
ど
多
く
の
債
権

が
あ
り
、
時
効
の
中
断
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
か
す
べ

て
の
債
権
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
現
状
を
精
査
の
上
、
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
に
つ
い
て
、
遠
隔
地
で

の
支
給
枚
数
の
追
加
や
複
数
枚
の
利
用
許
可
、
７０
歳
以

上
の
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
の
対
応
、
と
ど
ろ
き

荘
の
送
迎
バ
ス
も
朝
光
寺
口

で
社
方
面
へ
の
バ
ス
の
乗
り

継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

等
改
善
の
余
地
は
な
い
か
。

　
　
加
東
市
の
実
情
に
合
っ

た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
手

法
に
つ
い
て
、
先
進
地
の
事

例
調
査
等
も
十
分
踏
ま
え
て
、

さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
。
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併設されているテニスコート

※小野クリーンセンター
 ご み 処 理 手 数 料
（平成２２年９月１日から適用）

種 類 持込区分 単 位 料 金

可燃ごみ

粗大ごみ

家庭系 １０ｋｇ

事業系 １０ｋｇ

９０円

１３０円

　
一
部
事
務
組
合
議
会
で
は
、

各
構
成
市
町
か
ら
選
出
さ

れ
た
議
会
議
員
が
予
算
や

条
例
等
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
小
野
加
東
環

境
施
設
事
務
組
合
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
小
野
加
東
環
境
施
設
事
務
組
合

は
、
昭
和
６２
年
２
月
に
小
野
市
、

旧
社
町
、
旧
東
条
町
に
よ
り
一
部

事
務
組
合
と
し
て
設
立
し
、「
小

野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
焼
却
炉
（
処
理
能

力
３０
ｔ
／
日
）
２
基
を
設
置
し
、

そ
の
後
、
平
成
１０
年
に
焼
却
炉
（
処

理
能
力
５０
ｔ
／
日
）
１
基
を

追
加
増
設
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
１３
年
に
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
環
境
対
策

と
し
て
、
総
額

２０
億
円
を
か
け

て
大
規
模
な
改

造
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
焼
却

炉
３
基
の
う
ち

２
基
に
よ
る
稼

動
体
制
で
、
小
野
市
と
加
東
市
（
滝

野
地
域
を
除
く
）
か
ら
搬
入
さ
れ

る
一
般
廃
棄
物
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
に
は
粗
大
ご
み
処

理
施
設
や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
も
併

設
し
て
お
り
、
職
員
３２
名
に
よ
り

運
転
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
費
用
は
、
年
間
約
７

億
７
０
０
０
万
円
（
小
野
市
５
億

８
０
０
０
万
円
、
加
東
市
１
億
９

０
０
０
万
円
）
か
か
っ
て
お
り
、

１
世
帯
当
た
り
で
は
年
間
に
２
万

７
７
８
０
円
負
担
い
た
だ
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
、
ご
み
の
減

量
や
資
源
化
、
ま
た
、
処
理
コ
ス

ト
に
つ
い
て
、
今
後
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
お
知
ら
せ
〕

　
当
組
合
議
会
２
月
定
例
会
に
お

い
て
、
家
庭
ご
み
持
ち
込
み
の
全

量
有
料
化
と
事
業
ご
み
の
料
金
改

定
を
本
年
９
月
１
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
現
行
の
家
庭

系
ご
み
持
ち
込
み
１
０
０
㎏
未
満

無
料
制
度
は
、
本
年
８
月
末
日
で

終
了
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

詳しいことは５月２５日以降に議会事務局までお問い合わせください。
ホームページ

６月定例会の予定　６月  ２日（水）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　６月１１日（金）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　６月２２日（火）９時３０分　議案審議
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「
一
つ
屋
根
　
孫
が
主
役
の
　

三
世
代
」

「
加
東
市
の
　
未
来
を
背
負
う

子
ど
も
ら
の
　
声
が
弾
み
ゆ
く

通
学
の
路
」

　
４
月
２９
日
を
も
っ
て
勇
退
さ

れ
た
前
山
本
市
長
が
あ
い
さ
つ

の
中
で
好
ん
で
紹
介
さ
れ
た
句

で
す
。

　
三
世
代
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て

憩
い
住
め
る
「
加
東
市
」
に
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
住
め
る
「
ま
ち
」
に
な

る
よ
う
に
と
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
前
市
長
は
、
「
人
・
心
・
ま

ち
」
を
大
切
に
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
ち

づ
く
り
は
行
政
主
導
で
は
な
く
、

市
民
・
議
会
・
市
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

よ
り
「
元
気
な
ま
ち
加
東
」
が

つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も

申
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
加
東
市
の
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
加
東
市
が
誕
生
し
て
満
４
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
旧
町
時

代
か
ら
の
課
題
、
新
市
に
な
っ

て
か
ら
の
課
題
等
も
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
新
市
長
の
様
々
な

課
題
へ
の
取
り
組
み
や
、
そ
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
も
大
き

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
我
々
議
会
と
し
て
も
、
使
命

や
職
責
を
よ
り
一
層
認
識
し
、

「
住
み
よ
い
ま
ち
加
東
」
に
な

る
よ
う
邁
進
し
な
け
れ
ば
と
感

じ
て
い
ま
す
。
「
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
議
会
に

対
す
る
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　

　
　
委
員
長
　
長
谷
川
勝
己

　
　
副
委
員
長
　
　
野
　
　
奨

　
　
委
　
員
　
橋
本
　
嘉
郎

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
文
悟

　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
朗

　
　
　
　
　
　
小
紫
　
泰
良

　
　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

羽

議会の傍聴に
お越しください

加東市役所社庁舎３階に議場があります。

（
Ｃ
・
Ｏ
）
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